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25年度 26年度 27年度 1,535,017 1,535,017

1 総
合併処理浄化
槽設置整備事
業

生活排水による
公共水域の水質
汚濁防止及び生
活環境の悪化を
防止する。

調整区
域内の
市民

政
策
合併処理浄化槽
設置基数

５７基 ５７基 ５７基 332

49基
（茅ヶ崎
保健福祉
事務所よ
り）

Ａ

申請による補助金交付事
業であり、対象者に転換
の理解を得るのが難しい
側面はあるものの、目標
値の約86%に当たる49基
の実績を上げることがで
きた。

1
合併処理浄化
槽設置整備事
業

交付申請書・実
績報告書の受
付、補助金の支
払い

申請件数 年９件 年１件 332

1
合併処理浄化
槽設置整備事
業

国県補助金の申
請、実施報告事
務

国県実績報告
回数

各年１回
国年０回
県年１回

1
合併処理浄化
槽設置整備事
業

事前及び完了検
査事務

検査件数 年９件 年１件

2 総
神奈川県浄化
槽推進協議会

生活排水による
公共水域の水質
汚濁防止及び生
活環境の悪化を
防止する。

調整区
域内の
市民

定
例
定
型

合併処理浄化槽
設置基数

５７基 ５７基 ５７基 17

49基
（茅ヶ崎
保健福祉
事務所よ
り）

Ａ

目標となる合併処理浄化
槽設置基数を確保するこ
とを目的に年１回協議会
に参加し、情報交換など
をもとに業務を実施し、
目標値の約86%に当たる
49基の実績を上げること
ができた。

2
神奈川県浄化
槽推進協議会

神奈川県合併処
理浄化槽普及促
進協議会への参
加

出席回数 年１回 年１回 17

3 総
合流式下水道
緊急改善（第
二工区）事業

大雨時、雨水と
ともに排出され
る汚濁負荷の高
い汚水を一時貯
留し、公共用水
域の水質を保全
する。

市民
政
策
汚濁負荷量の削
減

７２％ １００％ - 146,165 1 Ａ

緊急改善に伴う貯留管整
備工事は完了した。一
方、事後評価委託につい
ては、対象となる降雨量
のサンプル数が不足した
ため27年度に繰越した。

3
合流式下水道
緊急改善（第
二工区）事業

貯留管整備工事
の実施（工事請
負等）

146,165

課かい名

施策目標

下水道河川建設課

公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動
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1 総
合併処理浄化
槽設置整備事
業

1
合併処理浄化
槽設置整備事
業

1
合併処理浄化
槽設置整備事
業

1
合併処理浄化
槽設置整備事
業

2 総
神奈川県浄化
槽推進協議会

2
神奈川県浄化
槽推進協議会

3 総
合流式下水道
緊急改善（第
二工区）事業

3
合流式下水道
緊急改善（第
二工区）事業

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

2,286,367 2,286,367

0.21 1,958 なし 不可 未 中 中 中 現状維持
維
持

交付申請書・実
績報告書の受
付、補助金の支
払い

申請件数 年５件 1,958
維
持

国県補助金の申
請、実施報告事
務

国県実績報告
回数

各年１回

予
算
な
し

事前及び完了検
査事務

検査件数 年５件

予
算
な
し

0.03 17 なし 不可 未 中 中 中 現状維持
維
持

神奈川県合併処
理浄化槽普及促
進協議会への参
加

出席回数 年１回 17
維
持

0.21 3,240 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
減
ら
す

減
ら
す

下水道河川建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性
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25年度 26年度 27年度 1,535,017 1,535,017

課かい名

施策目標

下水道河川建設課

公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

3
合流式下水道
緊急改善（第
二工区）事業

事後評価委託 発注件数 １件 １件 0

4 総
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

都市基盤施設で
ある公共下水道
管（汚水）の敷
設を推進し、生
活環境の改善及
び公共用水域の
水質の保全を図
る。

対象地
域の市
民

政
策
汚水面整備率(%) 98.13％ 98.76％ 99.39% 187,081

業
務
計
画

0.9767 Ａ
汚水面整備率は前年度の
97.62%から97.67%に向上
し、対前年度比0.05%の
増となった。

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

次年度事業計画
予定作成（案）

汚水整備箇所
の決定

平成26年10
月

平成26年10
月

業
務
計
画

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

工事費設計積算
（直営）

積算件数 12件 6件

業
務
計
画

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

実施設計・地下
埋設物調査・土
質調査・埋文調
査（委託）

発注件数 9件 7件 14,184

業
務
計
画

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

工事施工監理
（現場技術）
（直営）

施工監理件数 12件 6件

業
務
計
画

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

他企業との調
整・移設補償
（直営）

補償箇所 5箇所 3箇所 5,559

業
務
計
画

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

汚水管埋設工事
（工事請負）

汚水整備面
積、
汚水整備延長

1.06ha
781.18m

1.02ha
753.4m

162,357

業
務
計
画

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

工事に係る建物
等補償

補償交渉案件
の契約達成率

100％
0％
(0件)

0

業
務
計
画
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

3
合流式下水道
緊急改善（第
二工区）事業

4 総
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

2,286,367 2,286,367

下水道河川建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

事後評価委託 完了件数 １件 3,240
減
ら
す

2.59 202,928

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

次年度事業計画
予定作成（案）

汚水整備箇所
の決定

平成27年10
月

業
務
計
画

予
算
な
し

工事費設計積算
（直営）

積算件数 4件

業
務
計
画

予
算
な
し

実施設計・地下
埋設物調査・土
質調査・埋文調
査（委託）

発注件数 9件 30,191

業
務
計
画

維
持

工事施工監理
（現場技術）
（直営）

施工監理件数 4件

業
務
計
画

予
算
な
し

他企業との調
整・移設補償
（直営）

補償箇所 2箇所 44,758

業
務
計
画

維
持

汚水管埋設工事
（工事請負）

汚水整備面
積、
汚水整備延長

0.59ha
440.8m

120,341

業
務
計
画

維
持

工事に係る建物
等補償

補償交渉案件
の契約達成率

100％ 3,248

業
務
計
画

維
持
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25年度 26年度 27年度 1,535,017 1,535,017

課かい名

施策目標

下水道河川建設課

公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

工事に係る建物
等事前・事後調
査、補償交渉
（委託）

調査件数

事前調査15
件
事後調査18
件

事前調査17
件
事後調査5
件

4,981

業
務
計
画

5 総
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

都市基盤施設で
ある公共下水道
管（雨水）の敷
設を推進し、浸
水被害の防止及
び軽減を図る。

対象地
域の市
民

政
策

雨水面整備率

雨水幹線整備率

52.0％

92.0％

52.4％

94.2％

52.6％

96.2％
941,787

業
務
計
画

52.1％

93.2％
Ａ

雨水面整備率は前年度の
51.6%から52.1%に向上
し、対前年度比0.5%の増
となった。また、雨水幹
線整備率は前年度の
92.3%から93.2%に向上
し、対前年度比0.9%の増
となった。

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

次年度事業計画
予定作成（案）

雨水整備箇所
の決定

平成26年10
月

平成26年10
月

業
務
計
画

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

工事費設計積算
（直営）

積算件数 13件 18件

業
務
計
画

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

工事費設計積
算、施工監理
（設計積算）
（現場技術）
（委託）

委託件数

設計積算3
件
現場技術3
件

設計積算1
件
現場技術4
件

10,212

業
務
計
画

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

実施設計・地下
埋設物調査・土
質調査・埋文調
査（委託）

発注件数 15件 11件 34,108

業
務
計
画

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

工事施工監理
（現場技術）
（直営）

施工監理件数 13件 18件

業
務
計
画

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

他企業との調
整・移設補償
（直営）

補償箇所数 6箇所 15箇所 59,094

業
務
計
画
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

4
公共下水道整
備事業（汚水
整備）

5 総
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

2,286,367 2,286,367

下水道河川建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

工事に係る建物
等事前・事後調
査、補償交渉
（委託）

調査件数

事前調査11
件
事後調査15
件

4,390

業
務
計
画

維
持

7.31 1,362,267

業
務
計
画

あり 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

次年度事業計画
予定作成（案）

雨水整備箇所
の決定

平成27年10
月

業
務
計
画

予
算
な
し

工事費設計積算
（直営）

積算件数 13件

業
務
計
画

予
算
な
し

工事費設計積
算、施工監理
（設計積算）
（現場技術）
（委託）

委託件数

設計積算1
件
現場技術4
件

14,509

業
務
計
画

あり
①事業実施主
体の最適化

20

委託する設計
積算業務、現
場技術業務及
び補償交渉業
務の業務数

25

下水道工事に係
る設計積算業
務、現場技術業
務及び補償交渉
業務の外部委託

維
持

実施設計・地下
埋設物調査・土
質調査・埋文調
査（委託）

発注件数 13件 66,968

業
務
計
画

維
持

実施設計・地下
埋設物調査・土
質調査・埋文調
査（委託）

完了件数 1件 9,396

業
務
計
画

工事施工監理
（現場技術）
（直営）

施工監理件数 10件

業
務
計
画

他企業との調
整・移設補償
（直営）

補償箇所数 5箇所 96,327

業
務
計
画

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 1,535,017 1,535,017

課かい名

施策目標

下水道河川建設課

公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

雨水管埋設工事
（工事請負）

雨水整備面
積・雨水整備
延長

12.97ha
1,424.33ｍ

11.73ha
1,187.1ｍ
(うち当該
予算分
10.94ha
888.4ｍ)

538,756

業
務
計
画

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

雨水管埋設工事
（工事請負）

雨水整備面
積・雨水整備
延長

12.97ha
1,424.33ｍ

11.73ha
1,187.1ｍ
(うち当該
予算分
0.79ha
298.7ｍ)

269,885

業
務
計
画

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

工事に係る建物
等補償

補償交渉案件
の契約達成率

100％
100％
(9件)

12,416

業
務
計
画

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

工事に係る建物
等事前・事後調
査、補償交渉
（委託）

調査件数

事前調査36
件
事後調査55
件

事前調査92
件
事後調査28
件

17,316

業
務
計
画

6 総
柳島向河原地
区整備事業
（雨水整備）

柳島向河原地区
の浸水被害の軽
減を図るため、　
雨水管渠の整備
を行う。

対象地
域の市
民

政
策
管渠整備率 15% 0.65 75,122 0.12 Ｂ

工法変更が必要となり、
それに伴い工事費が増と
なったことによって、当
初予定していた工事延長
120ｍに対して実績61.6
ｍとなり管渠整備率の目
標値を満たすことができ
なかったが、今後の成果
は見込まれる。

6
柳島向河原地
区整備事業
（雨水整備）

管渠敷設工事 管渠整備率 23% 12% 75,122

7 総
（仮称）中島
番屋ポンプ場
整備事業

萩園第三排水区
の一部地域で
は、相模川の河
川高水位より地
盤が低く、大雨
時に度々浸水状
況が発生するた
め、ポンプによ
る強制排水によ
り浸水の軽減を
図る。

対象地
域の市
民

政
策
事業の進捗状況

雨水管渠（放
流渠）の整備

雨水管渠（放
流渠）の整備

ポンプ場（土
木）の整備

39,201 0.42 Ａ

雨水管渠（放流渠）工事
により157.5ｍの放流渠
を整備することができ、
放流渠整備率は目標値
48%に対して実績値42%と
なった。



業務棚卸評価シート

（右側）
8/18

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

5
公共下水道整
備事業（雨水
整備）

6 総
柳島向河原地
区整備事業
（雨水整備）

6
柳島向河原地
区整備事業
（雨水整備）

7 総
（仮称）中島
番屋ポンプ場
整備事業

2,286,367 2,286,367

下水道河川建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

雨水管埋設工事
（工事請負）

雨水整備面
積・
雨水整備延長

2.21ha
801ｍ

826,866

業
務
計
画

維
持

雨水管埋設工事
（工事請負）

雨水整備面
積・
雨水整備延長

0.87ha
198.5ｍ

307,500

業
務
計
画

維
持

工事に係る建物
等補償

補償交渉案件
の契約達成率

100％ 19,266

業
務
計
画

維
持

工事に係る建物
等事前・事後調
査、補償交渉
（委託）

調査件数

事前調査44
件
事後調査76
件

21,435

業
務
計
画

維
持

0.93 288,636 なし 不可 未 高 高 高 拡大
増
や
す

管渠敷設工事

雨水整備面積
（柳島向河原
地区）・
雨水整備延長
（柳島向河原
地区）

1.13ha
317ｍ

288,636
増
や
す

1.47 14,700

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持
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25年度 26年度 27年度 1,535,017 1,535,017

課かい名

施策目標

下水道河川建設課

公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

7
（仮称）中島
番屋ポンプ場
整備事業

雨水管渠（放流
渠）工事

放流渠整備率 48% 42% 0

7
（仮称）中島
番屋ポンプ場
整備事業

工事に係る建物
等補償

補償交渉案件
の契約達成率

100％ 100％ 39,201

8 総
新千ノ川橋ポ
ンプ整備事業

茅ヶ崎三丁目及
び矢畑に位置す
る新千ノ川橋周
辺地域では、大
雨時に度々浸水
状況が発生する
ため、浸水状況
の軽減を早急に
図る。

対象地
域の市
民

政
策
事業の進捗状況

ポンプ場の整
備

65,170

業
務
計
画

1 Ａ
電気工事、機械工事、整
備工事の完了により、新
千ノ川橋ポンプ整備事業
は全て完了した。

8
新千ノ川橋ポ
ンプ整備事業

ポンプ場建設工
事

整備率 100% 100％ 65,170

業
務
計
画

9 総
今宿ポンプ場
増設事業

大雨時に浸水状
況が発生してお
り、また、施設
の耐震性能に不
足が生じている
ため、ポンプの
増設と併せて耐
震性を具備す
る。

対象地
域の市
民

政
策
事業の進捗状況

委託設計（耐
震補強）完了

耐震補強工事
完了
委託設計（機
械・電気）完
了

ポンプ増設工
事着工

7,879

業
務
計
画

0.963 Ａ

耐震補強工事について
は、繰越をしたものの、
進捗率は96.3%に達して
おり、今後の成果が見込
まれる。

9
今宿ポンプ場
増設事業

増設分実施設計
委託

発注件数 １件 １件 7,879

業
務
計
画

9
今宿ポンプ場
増設事業

耐震補強工事施
工監理委託

発注件数 １件 １件 0

業
務
計
画

9
今宿ポンプ場
増設事業

耐震補強工事
進ちょく率 100% 96.3% 0

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

7
（仮称）中島
番屋ポンプ場
整備事業

7
（仮称）中島
番屋ポンプ場
整備事業

8 総
新千ノ川橋ポ
ンプ整備事業

8
新千ノ川橋ポ
ンプ整備事業

9 総
今宿ポンプ場
増設事業

9
今宿ポンプ場
増設事業

9
今宿ポンプ場
増設事業

9
今宿ポンプ場
増設事業

2,286,367 2,286,367

下水道河川建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

ポンプ場整備工
事

発注件数 1件 14,700

業
務
計
画

維
持

維
持

なし 不可 未 高 高 高 終了

予
算
な
し

予
算
な
し

1.14 211,890

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 拡大
増
や
す

増設工事施工監
理業務委託

発注件数 1件 7,817

業
務
計
画

予
算
な
し

耐震補強工事施
工監理委託

完了件数 １件 13,500

業
務
計
画

予
算
な
し

耐震補強工事
完了件数 １件 144,133

業
務
計
画

増
や
す



業務棚卸評価シート
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25年度 26年度 27年度 1,535,017 1,535,017

課かい名

施策目標

下水道河川建設課

公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

9
今宿ポンプ場
増設事業

10 総
千ノ川整備事
業

千ノ川流域の浸
水被害軽減対策
として、準用河
川千ノ川の未改
修区間の整備を
進める。

千ノ川
流域の
市民

政
策
河川整備の進捗
率

0.506 0.564 0.606 24,500

業
務
計
画

0.542 Ａ

護岸整備工事において一
部繰越をしたものの、整
備延長の当初目標値60ｍ
に対して実績値として
61.2ｍが見込まれる。

10
千ノ川整備事
業

用地買収
用地買収交渉
の件数

1件 1件 0

業
務
計
画

10
千ノ川整備事
業

10
千ノ川整備事
業

護岸整備 整備延長 60ｍ 47.4ｍ 24,500

業
務
計
画

10
千ノ川整備事
業

11 総
千ノ川流域雨
水タンク普及
事業

千ノ川流域の浸
水被害軽減対策
として、千ノ川
流域住民に対
し、雨水貯留タ
ンクの普及啓発
を行う。

千ノ川
流域の
市民

政
策
雨水貯留タンク
数(基)

３０基 ３０基 ３０基 920

業
務
計
画

40基 Ａ

前年度と同数の40基を設
置し、併せて前年度に設
置したモニターに対して
雨水利用の実際をモニタ
リング調査した。

11
千ノ川流域雨
水タンク普及
事業

雨水貯留タン
ク設置基数

50基 40基 920

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
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基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

9
今宿ポンプ場
増設事業

10 総
千ノ川整備事
業

10
千ノ川整備事
業

10
千ノ川整備事
業

10
千ノ川整備事
業

10
千ノ川整備事
業

11 総
千ノ川流域雨
水タンク普及
事業

11
千ノ川流域雨
水タンク普及
事業

2,286,367 2,286,367

下水道河川建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

ポンプ増設（機
械・電機）工事 発注件数 2件 46,440

業
務
計
画

増
や
す

0.69 115,708

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

用地買収
用地買収交渉
の件数

1件 0

業
務
計
画

維
持

補償費再算定業
務委託

発注件数 1件 23,393

業
務
計
画

護岸整備 整備延長 60m 70,678

業
務
計
画

維
持

護岸整備 整備延長 13.8m 21,637

業
務
計
画

0.75 1,000

業
務
計
画

あり（26
年度に追
加）

不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

雨水貯留タン
ク設置基数

40基 1,000

業
務
計
画

あり（26
年度に追
加）

①事業実施主
体の最適化

30基

当該地区にお
ける雨水貯留
タンク設置数
(基)

28以
降

事業の検証を行
い、行政のみな
らず市民が主体
的に雨水の資源
利用に取り組む
枠組みを定着さ
せるために、市
民団体との協働
など新たな手法
を研究してい
く。

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
13/18

25年度 26年度 27年度 1,535,017 1,535,017

課かい名

施策目標

下水道河川建設課

公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

12 総
駒寄川整備事
業（文化資料
館関連）

新総合計画、環
境基本計画など
と整合を図り、
水循環水環境に
配慮した駒寄川
流域の具体的な
整備計画を定め
る。

市民
政
策

駒寄川河川整備
に向けた制度準
備

駒寄川整備計
画策定に向け
た調査

駒寄川整備計
画の策定

駒寄川総合流
域防災事業計
画の策定

0 1件 Ｂ

文化資料館整備に関連し
て護岸予備設計委託を発
注した（27年度に明許繰
越）。今後は、文化資料
館整備と整合を図りなが
ら事業を実施する。

12
駒寄川整備事
業（文化資料
館関連）

地元説明会 回数 年２回 年２回

12
駒寄川整備事
業（文化資料
館関連）

関係機関調整事
務

回数 年２回 年２回

12
駒寄川整備事
業（文化資料
館関連）

護岸予備設計委
託

発注件数 1件 1件 0

13 総
地震対策の推
進

下水道施設の耐
震化工事等を実
施しライフライ
ンとしての信頼
性を確保する。

市民
政
策
耐震化整備延長

設計委託の完
了

５４ｍ ５０ｍ 17,310

業
務
計
画

2件 Ａ
管路施設における耐震化
の必要性についての調査
委託2件を発注すること
ができた。

13
地震対策の推
進

13
地震対策の推
進

管路施設におけ
る耐震化の必要
性についての調
査委託

発注件数 2件 2件 17,310

業
務
計
画

14 総
遊水機能土地
保全事業

遊水機能を保有
する土地の保全
の奨励を図り、
市民生活の安定
に寄与する。

遊水機
能を保
有する
土地の
所有者

政
策

補助金交付面積
の対象面積
（482,100㎡）に
対する割合

９２％ ９６％ １００％ 20,929

業
務
計
画

0.997 Ａ

補助面積の目標値
420,000㎡に対して、
99.7%に当たる
418,574.53㎡に補助金を
交付することができた。

14
遊水機能土地
保全事業

遊水機能土地保
全補助金の交付
申請の受付、現
地調査及び交付
事務

補助面積 420,000㎡
418,574.53
㎡

20,929

業
務
計
画



業務棚卸評価シート

（右側）
14/18

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

12 総
駒寄川整備事
業（文化資料
館関連）

12
駒寄川整備事
業（文化資料
館関連）

12
駒寄川整備事
業（文化資料
館関連）

12
駒寄川整備事
業（文化資料
館関連）

13 総
地震対策の推
進

13
地震対策の推
進

13
地震対策の推
進

14 総
遊水機能土地
保全事業

14
遊水機能土地
保全事業

2,286,367 2,286,367

下水道河川建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

0.42 5,595 なし 不可 未 中 中 中 現状維持
維
持

予
算
な
し

関係機関調整事
務

回数 年２回

予
算
な
し

護岸予備設計委
託

発注件数 1件 5,595
維
持

1.06 49,092

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

管路施設耐震化
工事

発注件数・
耐震化延長

1件
781ｍ

29,455

業
務
計
画

管路施設におけ
る耐震化に係わ
る業務委託

発注件数 2件 19,637

業
務
計
画

維
持

0.75 20,990

業
務
計
画

なし 不可 未 中 中 中 現状維持
維
持

遊水機能土地保
全補助金の交付
申請の受付、現
地調査及び交付
事務

補助面積 419,800㎡ 20,990

業
務
計
画

維
持



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 1,535,017 1,535,017

課かい名

施策目標

下水道河川建設課

公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

15 総
雨水貯留タン
ク設置奨励事
業

雨水の流出抑制
及び雨水の利用
のための雨水貯
留タンクの設置
を奨励し、都市
における浸水被
害の軽減に資す
るとともに健全
な水循環の再生
に寄与する。

雨水貯
留タン
クを設
置する
市民等

政
策
雨水貯留タンク
設置基数

４０基 ４０基 ４０基 641

業
務
計
画

32基 Ａ
設置基数の目標値30基に
対して実績として32基に
補助金を交付することが
できた。

15
雨水貯留タン
ク設置奨励事
業

雨水貯留タンク
設置費補助金の
交付申請の受付
及び交付事務

対象基数 30基 32基 536

業
務
計
画

15
雨水貯留タン
ク設置奨励事
業

公共施設設置雨
水貯留タンク修
繕

稼働率 100％ 100％ 105

業
務
計
画

16 総
水循環水環境
啓発事業

雨水の流出抑制
及び雨水の利用
のための雨水貯
留タンクの普及
啓発により、都
市における浸水
被害の軽減に資
するとともに健
全な水循環の再
生に寄与する。

市民
政
策
講演会回数 １回 １回 １回 279 1件 Ａ

パネルディスカッショ
ン・工作教室・市外視
察・意見交換会など一連
の催し物として手法を変
えて計４回開催した。

16
水循環水環境
啓発事業

雨水貯留タンク
の普及啓発活動

イベント参加
回数

２回 ２回 79

16
水循環水環境
啓発事業

水循環水環境の
普及啓発活動

連続講座数
１件 １件 200

888 総
災害応急対策
活動

本市域に地震
動・津波等伴う
諸現象による同
時多発的災害が
発生した場合に
被害を軽減し、
応急対策活動を
課として迅速的
確に対処する。

全市民
等



業務棚卸評価シート

（右側）
16/18

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

15 総
雨水貯留タン
ク設置奨励事
業

15
雨水貯留タン
ク設置奨励事
業

15
雨水貯留タン
ク設置奨励事
業

16 総
水循環水環境
啓発事業

16
水循環水環境
啓発事業

16
水循環水環境
啓発事業

888 総
災害応急対策
活動

2,286,367 2,286,367

下水道河川建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

0.47 810

業
務
計
画

なし 不可 未 中 中 中 現状維持
維
持

雨水貯留タンク
設置費補助金の
交付申請の受付
及び交付事務

対象基数 30基 810

業
務
計
画

維
持

公共施設設置雨
水貯留タンク修
繕

稼働率 100％ 0

業
務
計
画

維
持

0.64 262 なし 不可 未 中 中 中 現状維持
維
持

雨水貯留タンク
の普及啓発活動

イベント参加
回数

２回 62
維
持

水循環水環境の
普及啓発活動

連続講座数
１件 200

維
持

0.05 なし 不可 現状維持



業務棚卸評価シート

（左側）
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25年度 26年度 27年度 1,535,017 1,535,017

課かい名

施策目標

下水道河川建設課

公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する

基礎情報 平成２６年度評価

事務事業

26年度
の取組
に対す
る評価

活動

活動指標の
名称

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に
対する取組の状況と

成果の分析

実績

業
務
計
画

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

名称

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（
顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

888
災害応急対策
活動

応急対策活動マ
ニュアルの充実

マニュアルの
見直し

２７年３月 ２６年４月

888
災害応急対策
活動

応急対策業務の
実施手順の検証

行動手順書の
見直し

２７年３月 ２６年４月

888
災害応急対策
活動

所属職員の応急
対策業務の実施
手順の習熟

所属内での訓
練・研修実施

１回 １回

888
災害応急対策
活動

統括調整部応急
復旧班の応急対
策活動の習熟

統括調整部応
急復旧班での
訓練・研修等
の実施

１回 １回

888
災害応急対策
活動

災害時協定締結
先との連携強化

災害時の対応
についての協
議

１回 １回

888
災害応急対策
活動

関係機関との連
携強化

災害時の対応
についての協
議

１回 １回

888 総 庁内共通事務 職員 7,684

888 庁内共通事務 6,391

888 庁内共通事務 1,293



業務棚卸評価シート

（右側）
18/18

基礎情報

事務事業

事務事業名
(第2次実施計画)

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

888
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

888
災害応急対策
活動

888 総 庁内共通事務

888 庁内共通事務

888 庁内共通事務

2,286,367 2,286,367

下水道河川建設課

平成２７年度計画 広域連携に関する取組

従事者数
活動ごとの
予算額

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量 業
務
計
画

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

②
ニ
ー
ズ

①
目
的
達
成

広域
連携
の
実施

必要性

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性

③
成
果

広域連携の
具体的な内

容

予
算
の
方
向
性

応急対策活動マ
ニュアルの充実

マニュアルの
見直し

２８年３月

応急対策業務の
実施手順の検証

行動手順書の
見直し

２８年３月

所属職員の応急
対策業務の実施
手順の習熟

所属内での訓
練・研修実施

１回

統括調整部応急
復旧班の応急対
策活動の習熟

統括調整部応
急復旧班での
訓練・研修等
の実施

１回

災害時協定締結
先との連携強化

災害時の対応
についての協
議

１回

関係機関との連
携強化

災害時の対応
についての協
議

１回

0.52 7,274 なし 不可 現状維持

5,945

1,329


